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研究成果の概要（和文）：　医療・保健ビッグデータを活用することにより、実地診療や保健活動に役立つ科学
的エビデンスを確立し、そのことを通じて包括的な健康寿命の延伸に寄与するために、地域に蓄積された、検
診、診療報酬請求書など様々なビッグデータを縦断的に個別突合して解析を進めた。その結果、糖尿病とその合
併症、肥満、高血圧や動脈硬化疾患発症の発症リスクや病態を中心に、幅広い成果が得られ、診療ガイドライン
作成などを通じた現場診療の質の向上や国民の健康寿命延伸への啓発などに幅広く役立てることができた。

研究成果の概要（英文）：　In order to establish scientific evidence which is useful for practical 
medical care and/or health activities by utilizing medical and/or health-related ‘big data’, and 
to contribute to the comprehensive extension of healthy life through that, the big data accumulated 
in the local area such as medical claim or health check-up huge database were analyzed by 
individually collating them in a longitudinal manner. As a result, a wide range of clinical 
evidences could be established, mainly regarding on the risk and pathophysiology of diabetes and its
 complications, obesity, hypertension and arteriosclerotic disease.

研究分野： 内科学、生活習慣病学、臨床疫学、栄養学、身体活動学、医療データサイエンス
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模臨床研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は順調に進行し成果は非常に多く、糖尿病とその合併症、肥満、高血圧や動脈硬化疾患発症のリスク解析
（遺伝背景と生活習慣との影響の違い等も含む）など多岐にわたるため詳細は各論文に譲るが、いくつか例を挙
げると、糖尿病感受性遺伝子の保有数と糖尿病発症リスクとの関連、肉類摂取量と糖尿病合併症リスクとの関
連、糖尿病患者におけるうつ傾向と死亡率との関連、小児の筋力とメタボリックシンドロームとの関連など、い
ずれも従来からの重要な疑問を解明したものである。さらに本研究の成果は、学会、市民向けを含む講演会、メ
ディアを通じて広く紹介され、日常診療、保健施策立案、国民啓発などに幅広く役立てられている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
わが国は世界最長寿国の一つとなって久しいが、一方、寿命と健康寿命との差はまだ約 10 年

もあり、真の「健康長寿」国とはまだ言えない。わが国の医療・保健・行政の現場には、極め
て大量の健康関連データが蓄積されている。しかし従来の生活習慣病関連データ研究は分野ご
とに細分化され、研究者側も分野別の取り組みが多く、多分野連携研究は稀であるため、それ
らの医療/保健ビッグデータを十分に活用しきていない。さらに横断研究が多く、リスク因子や
発症メカニズム解明につながる長期縦断研究も少なかった。 

 
２．研究の目的 
そのような問題点を打開し、医療/保健ビッグデータを真に利活用し、国民生活や保健・医療

施策、ガイドライン策定に貢献することを通じて、健康寿命延伸を実現するために、各関連分
野の専門家が協力し、独創的手法を駆使することにより経時変化を含めた個人突合を行い、縦
断解析に基づく科学的エビデンスを多数樹立し、その成果を地域の医療/保健施策に反映し、そ
の有効性を証明することが本研究の目的である。 

 
３．研究の方法 
新潟県はもともと都市部と過疎部を兼ね備えた日本全体の縮図で、人口が多い割に移動が少

ない上、伝統的に県内唯一の医学部がある新潟大学の元に、行政、地方公共団体、学校、職域、
医師会、検診業界などの個別データを持つ部署が、「オール新潟体制」でまとまりやすく、ビッ
グデータ研究に好適な環境である。 
医療/保健ビッグデータ解析に好適な環境を有する新潟県内の複数の市フィールドとする。小

児から後期高齢者まで、健常者から要介護者までを網羅するため、対象を①学童・生徒～若年
成人（プロジェクト１）、②若年成人～後期高齢者（プロジェクト２）、の２つに分け、それぞ
れ関連する大規模データベースの縦断的統合と個人突合を実施する。そのデータベースを各分
野の専門家が集まって結成された解析チームにより、①若年生活習慣病の発症と進展、②生活
習慣短縮につながる重篤イベント発症、要介護状態の発生を、中心的アウトカムとした縦断解
析を実施する。 
 
４．研究成果 
本研究は順調に進行し、研究成果は非常に多く（英文原著論文 57 件、総説 60 件、図書 17

件、国際学会発表 41 件など）、糖尿病とその合併症、肥満、高血圧や動脈硬化疾患発症のリス
ク解析（遺伝的背景と生活習慣との影響の違いなども含む）など多岐にわたるため、詳細は各
論文に譲るが、いくつかの例を挙げると、糖尿病感受性遺伝子の保有数と糖尿病発症リスクと
の関連、肉類摂取量と糖尿病合併症リスクとの関連、糖尿病患者におけるうつ傾向と死亡率と
の関連、小児の筋力とメタボリックシンドロームとの関連、などいずれも従来からの現場の疑
問を明らかにしたものである。さらに本研究の成果は、学会、講演会、メディアを通じて幅広
く紹介され、日常診療、保健施策立案、診療ガイドライン作成などに幅広く役立てられている。 
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